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Abstract: The purpose of this study is to clarify what are the admissible conditions for transitive 
sentences to have inanimate subjects in the written Japanese language. The examples used and 
analyzed in this paper are extracted from ‘Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese’ 
(BCCWJ). The analysis shows that there are three conceivable conditions, and more than 90% of 
examples satisfy at least one of them. This result suggests that explanation through assumption of 
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  （3）津波が三陸地方を襲った。（角田 1991［2010：51］） 
  （4）彼の言葉が彼女を傷つけた。（熊 2009：3） 
  （5）朝が近づいてくる気配が世界中を満たす。（キッチン） 
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図 1 角田（1991）の名詞句階層 
 
図 4－1 シルバースティーンの名詞句階層 
代名詞                        名詞 
 
1 人称  2 人称  3 人称       親族名詞, 人間名詞 動物名詞    無生物名詞 








図 2 熊（2009）の名詞分類 
 
 （14）本書の名詞分類 
  Ⅰ 生物名詞   (1) 人間名詞 
           (2) 動物名詞 
Ⅱ 無生物名詞  (3) 具体名詞：植物、生物の部分、自然物、生産物／道具、空間 
         (4) 自然現象（自然／生理）名詞 
         (5) 抽象名詞：動作／作用、精神、言語作品、性質、関係、時間、その他 





図 3 熊（2009）の名詞句階層 
 
（35） 無生物名詞句の名詞句階層上での位置づけ 
高                  低 
   
自然力名詞     他現象名詞   抽象名詞 
組織/機関名詞    具体名詞 






































                                                        
4 国立国語研究所によって開発され、現代日本語の書き言葉の全体像を把握するために構築したコーパス
である。書籍全般、雑誌全般、新聞、白書、ブログ、ネット掲示板、教科書、法律などのジャンルにまた






















BCCWJ を検索した結果、134 語で合計 957,661 例が検索された。調査の便宜上、実例数 1
万以上例がある他動詞について、「中納言」（通常版）の出力順の上位 1000 例6を取って、




















 車（2014）では実例数が 1 万例以上ある「受ける」と「変える」の 2 語については、「中納言」の出力順
の上位 3000 例をとって調査している。本稿はこの 2 語の調査をそのまま使用することにした。 
日本語書き言葉における無生物主語他動詞文 
―許容される条件をめぐって― 










他動詞 34 語7を取り、BCCWJ で検索した。その結果、集めた 1,535 例の無生物主語他動詞














少なくとも筆者が調査した約 6,594 例のうち、結果として、上記の 3 つの条件のどれか 1 つ
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腹がへっているんだ」新吾が急いで蕎麦を手繰りはじめると、仙之助も廉平もあわ
てて箸をとり、それからはしばし蕎麦を啜る音だけが響いた。（小説すばる） 
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用車」を操作する人の存在を重視し、「乗用車」の動きが事実上操作する人の動きの一部分















もう１つは、本稿で調査した 134 語の中には BCCWJ において無生物主語他動詞文の実例
が観察されない他動詞もある。 
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